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・会長（小野寺伸浩会長）
　「ロータリーは機会の扉を開く」という、ホル
ガー・クナークＲＩ会長のテーマのもと、2020－2021
年度をスタートしました。
　2520地区のテーマとして、
・重要課題は、「会員拡大」と「財団寄付」
・既存会員には、ロータリーを魅力的に語れる広報マ
ンになってほしい。

・「職業奉仕」の理解に力を入れる。
　の三つを伊藤智仁ガバナーは掲げました。
　我が佐沼ロータリークラブのテーマは、「サスティ
ナブル・ロータリー」持続可能な「ロータリークラ
ブ」を創造する、ということで 1年間活動させていた
だきました。そして、重点目標として、
⑴　新型コロナウイルスとの共存
⑵　会員を増やす
⑶　ロータリーとクラブの調和を図る
⑷　出席率の向上
⑸　将来に向けて、各事業を精査する
⑹　職業奉仕について、より理解度を上げる。
⑺　ガバナー擁立。
　を上げさてせいただきました。
　昨年の 7月頃はコロナ感染が比較的落ち着いていた
訳ですが、前半少し活動が出来たくらいで、ほとんど
の期間において活動が困難になるほどコロナの影響を
受けました。
　その様な状況の中で、⑴につきましては、Web例会
等を運用し例会の形を何とか作ることに腐心したとい
う形で一年間やったなと感じております。⑵につきま
しては残念ながら増やすことが出来ず、逆に減らして
しまいました。⑶に関しましてもなかなか思うように
行動することが出来ませんでした。⑷に関しては、コ
ロナの影響を受け集まること自体が非常にリスクが高
く、会合を持つタイプの組織であり、出席率の向上は
困難を極めました。ただ、会員の皆様の中から感染者
が出なかったので安堵しておりますが、来年度も緊張
感を持って安心安全な活動をやってほしいと思います。
⑸については、イベント内容を見直し「無理」「無
駄」を極力減らすにも、活動自体が出来ませんでした。
⑹は、月の例会で自分の仕事に対することをテーマに
お話していただきました。非常に聞きごたえがあって
面白いスピーチだったと感じております。異業種の集
まりですので、そのスピーチ内容には新鮮な思いがあ
りました。皆様のご協力に感謝申し上げます。
　私は、佐沼ＲＣが出来た後に生れた世代であります。
若い年代の会長でしたが、何とか皆様のご協力によっ
て 1年間過ごすことが出来ました。あと 2回の例会で
終わる訳ですが、是非ともこれからつながる若い会長
や会員の皆様が何とかロータリークラブがサスティナ

　活動項目：オンライン例会
　プロジェクト名：コロナに負けるなWeb例会　
　　　　　　　　　ヤッぺー
40年100％出席会員：飯塚仁哉会員
米寿（88歳）：佐藤幸一会員　布施孝之会員
　　　　　　　村上武彦会員
傘寿（80歳）：二階堂恭子会員

・ロータリー米山記念奨学会より
　　米山功労者感謝状が届く
・ガバナーエレクト事務所より
　　2021－2022年度ガバナー補佐の委嘱状が届く
・佐沼高等学校ＥＴＡより
　　令和 3年度ＥＴＡ総会の案内が届く。
・川崎大師ＲＣより、会報が届く

・親睦活動委員会（布施孝尚委員長）
　　バトンタッチ例会のお知らせ
　　日　時　 6月24日㈭　18：30～21：00
　　場　所　ホテルサンシャイン佐沼
　　会　費　3,000円（Ｓ－ＢＯＸは別途承ります。）
　今年度もコロナウイルス感染防止対策を執りな
がら開催します。小野寺伸浩会長の労をねぎらい、
武川毅新会長の門出を祝いたいと思いますので、
多くの会員のご参加をお願い致します。

◎「ガバナー補佐委嘱状」の伝達
　菅原慶一会員　2520地区第 5分区ガバナー補佐

◎米山功労者　感謝状授与
　小野寺伸浩会員　第 1回目

第2781回例会　2021. 6. 10　№38

・本日の出席率　60％

・小野寺伸浩会長　本日はクラブ協議会です。よろし
くお願いします。

・及川昭宏幹事　クラブ協議会よろしくお願いします。
・阿部泰彦会員　後藤和人会員のご長男、県総体相撲
競技で優勝おめでとうございます。登米市議会、
關孝新議長ご就任おめでとうございます。登米市
発展のためご奮闘をお祈り致します。

・江川元徳会員　皆さん頑張ってＣーＶ19（武漢肺
炎）に勝つように！

・八谷郁夫会員　年度末、委員長さん方の締めの言葉
よろしく。

・菅野幸一郎会員　今日からクラブ協議会です。どう
ぞよろしくお願い致します。

・菅原慶一会員　各委員会の皆様、一年間ご苦労様で
した。

・伊藤幸子会員　本日のクラブ協議会、あっと言う間
の一年間でした。予定の行事も出来ず残念でした。
次年度に期待してます。

・二階堂恭子会員　今日はクラブ協議会、本当に大変
な年でした。早くコロナも収まり皆でいっぱいお
話をしたいです。

・佐々木崇会員以下、クラブ協議会、各委員長さん方
一年間ご苦労様でした。
佐藤幸一会員　佐藤敬喜会員　佐々木源悦会員
岩渕正彦会員　熊谷敏明会員　布施孝尚会員
冨士原裕子会員　武川毅会員　杉田広仁会員
千葉正宏会員　後藤和人会員　志賀昭洋会員
　以上、ありがとうございました。

　 6月水無月です。梅雨なのに水無月とはこれ如何に、
正しくは「水の月」なのだそうです。皆様お変わりな
かったでしょうか？
　今週月曜日、両親のコロナワクチン接種に付き添い
ました。午後 4 時からの受付で接種終了、退館まで 1
時間でした。周りの方々は地元地区の古老たちで、
懐かしい方々の尊顔を拝することができました。接種
自体はスムーズに終わり、大変ありがたく感謝してお
ります。しかし、高齢者の方々への問診や次回の説明
など大変だなと思いました。事故なく接種希望者への
接種が無事終わることを切に祈る次第です。
　 6月 4 日に台湾へワクチンが提供されました。当ク
ラブも台北西門クラブからマスクを頂いており、現在
そのままです。寄付行為については次年度に引き継ぎ
たいと思います。何卒よろしくお願い致します。
　台北西門ＲＣは次年度45周年になります。周年事業
が大きく開催される可能性もあります。それまでに入
出国が正常化されていることを期待します。
　河北新報に、後藤和人会員のご長男が、県高校総体
相撲の部で優勝されたことが載っていました。おめで
とうございます。
　本日から 2回にわたり、クラブ協議会となります。
コロナ禍で思ったような活動が出来ず、内心忸怩たる
思いはありますが、やれることはやったというささや
かな達成感はあります。各委員長の報告に期待します。

・ガバナー事務所より
2020－2021年度表彰の連絡（佐沼ＲＣ）
ガバナー特別賞

本日の出席率 会長要件 小野寺伸浩会長

―２―

幹事報告 及川昭宏幹事

各委員会報告

クラブ協議会 （担当：及川昭宏幹事）その 1

ニコニコボックス

菅原慶一会員へ、委嘱状の授与

小野寺伸浩会員へ、米山功労者　第1回目
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社会に対してかなり佐沼ＲＣの存在をＰＲできたのか
なと思っています。
・クラブ奉仕委員会（布施孝尚委員長）
　当委員会は基本的に例会のサポートですが、 1年間
例会の開催がままならないという形の中で、十分なサ
ポートが出来ませんでした。次年度は今年度の色々な
取り組みを糧にして引き継ぎさせていただきたいと考
えております。
・親睦活動委員会（布施孝尚委員長）
　当初、 7月・納涼例会、12月・クリスマス家族例会、
1 月・新年例会、 4 月・お花見例会、 6 月・バトン
タッチ例会と、それぞれ各委員メンバーの担当制で行
う予定でしたが、例会開催がなかなかできない中で委
員の皆様にご迷惑をおかけしました。
　 1月の新年例会は出来なかったものの、歳祝いの祈
祷を小野寺会長と共に羽黒神社で行いました。その模
様は後日の例会の中で皆様にもお知らせいたしました。
6月のバトンタッチ例会につきましても、最大限の感
染防止をして開催させていただきます。
・体操委員会（二階堂恭子委員長）
　気持を変えてリラックスしながら、適度な運動を重
ねてより健康にと思い、委員会の中で話し合い今まで
と違って自分で考えてやるということでスタートしま
したが、残念ながらコロナの影響で出来なくなってし
まいました。コロナで運動や行動が制限される中で如
何に健康でウイルスに負けないで過ごそうかと考えた
時、大変だったと思います。しばらくコロナの影響は
続くと思いますが、終わった後世の中が少し変わって
くると思います。自分の健康は自分で守るしかありま
せんので、これからも頑張っていただきたいと思いま
す。

　しかしながら、コロナの影響で途中例会が開催され
なくなり、実質欠席でも特例で100%というのが続き
ました。年間1/3位が休会となり、ほんとうの意味で
の出席率が計算できない 1年であり残念に思っており
ます。個人の100%出席の会員は、精査して割り出し
例年のように表彰はしたいと考えております。
・会員増強委員会（太田陽平委員長）
　何人かの会員候補者と話をしていましたが、新型コ
ロナウイルス感染問題で面会もままならず、残念なが
ら入会まで至りませんでした。
・職業分類委員会（江川元徳委員長）
　今年度のＲＩテーマは「ロータリーは機会の扉を開
く」です。会員増強委員会が、社会倫理の基準を保つ、
公平な理念を持つ、みんなのためになる、友情を深め
られる、といったことの出来る方を佐沼ＲＣにお迎え
し、職業分類委員会は職業分類表を埋めるように努力
します。しかし、残念ながら今年度の成績は 0です。
　来年度は100%満点でありますように。
・公共イメージ委員会・広報委員会（菅野幸一郎委
員長）
　広報委員会の方は今までもやってきましたので、青
少年委員会で開催された野球大会については記事とし
て掲載しました。コロナの影響で行事の中止があり、
広報をする機会が少なかったのは残念です。
　公共イメージアップに関しては、どの様にしてイ
メージアップしたらよいのか色々と考えました。コロ
ナ感染拡大の中で佐沼クラブから一人も感染者が出な
かったことは、対外的にイメージアップになったので
はないかと思っております。
　今までなかったことで、社会に大きな貢献をされま
した布施孝之会員の死亡広告を河北新報に小野寺会長
の提案で載せました。多くの人たちが目にしますので、

ブルなクラブとして続けていくことが出来ればいいな
と思っておりますので、これからもよろしくお願いい
たします。
・幹事（及川昭宏幹事）
　コロナの影響で、ほとんど外に出ることのない 1年
間でした。その中で気付いたことは、ある程度Webで
も対応できたという認識もありますが、人と接触する
と言うか、直接お会いしてお話をするというのは、如
何に重要なことなのか痛切に感じました。そういった
中でも世の中が変っていくことはさけられませんので
調整してやっていく事が重要なポイントだと思います。
　ロータリー全体としても会員数が減っており、時代
の流れは変わってきています。最近よく本を読むので
すが、「君子豹変す」という言葉がありますけれども、
あまり良い意味でとらえられていません。君子と言う
のは状況を見ながらその状況に合わせて自分を変えて
いくことが出来る。太子は自分を変えることによって
回りも一緒に変えていくと言うことで、私は太子には
なれません。君子というものになるべく近づいて状況、
状況に応じて対処できるような人間になりたいと思っ
たのが、この 1年間でありました。来年度もコロナの
影響が続くことと思いますが、皆様のご協力を得て活
動していきたいと思います。
・会計（千葉正宏会計）
　 1年を振り返って見ますと、やはり出席回数が少な
かったため出金の際のハンコをつくことが少なく
ちょっと淋しく感じましたが、一年間何とか過ごすこ
とが出来ました。会計の年度の関係で、会費納入は順
調です。行事開催が少なく出金が例年のように発生し
ませんでしたので、次年度への繰越が多くなると思い
ます。これから決算に入りますので、よろしくお願い
します。
・会場監督（高橋利光会場監督）
　当初は席替えを年に 4回行う予定でしたが、新型コ
ロナウイルスの蔓延により休会がありましたので 3回
行いました。今年度の席替はランダムに行わさせてい
ただきました。
　例会出席の皆様には、体温計測、手の消毒、食事中
以外はマスクの着用をお願いして参りました。新年度
になりましてもコロナの影響は続くと思いますので、
基本的な感染防止策を継続していただきたいと思いま
す。
・ロータリー情報・雑誌委員会（八谷郁夫委員長）
　新しい形態での組織ということで、当委員会は初年
度であります。必読書であるロータリーの友はロータ
リー活動の情報源であるという意味で情報委員会と一
緒になっている訳であります。
　さて、本日は、コロナ下において心がけたいと思っ
ていることを述べさせていただきます。
　国際ロータリーの「ポリオ・プラス」撲滅事業は、

1979年にスタートしましたが40年以上経過した今日も、
未だ撲滅に至っておりません。我々はウイルスとの闘
いが如何に大変かということを十分に認識しなければ
なりません。その認識のもとに「感染させられること
の責任」「感染させることの責任」この両面から考え
て自分の行動規範を決めていかなければならないので
はないかと思っております。
　また、ワクチン接種が進んでいますが、接種を受け
た人は「感染しても発症ない」「重症化しない」と言
われております。しかし、接種を受けていない人に感
染させられる可能性が残っています。接種を受けてい
るから安心して孫に会えるという考え方は間違ってい
ると考えております。
　接種に関係なく感染したコロナウイルスは何日間か
は伝搬能力を維持していることを考えなくてはなりま
せん。12歳以下の人のワクチン接種は今のところ実施
予定はございません。こういった中でワクチン接種を
受けたから「私は大丈夫」と言って行動を間違えると
他人に移してしまうことが生じる可能性があります。
こういったことを考えて行動することが重要です。一
日も早く安心して過ごせる日が来ることを願います。
・会報・クラブ情報委員会（猪股育夫委員長）
　今年度、会報委員会の目標として記録と情報を通し
てクラブ会員の意思疎通に貢献することを掲げてきま
した。各委員会の活動状況や事業の現況、今後の方向
性など会報を通して周知することが当委員会の役割と
認識してまいりました。
　しかし、新型コロナの関係で活動や例会が大きく制
限されてしまいました。私自身も事情があり例会参加
を控えている状況です。
　会報につきましては大田さんのお力をお借りしなが
ら、Web例会・会長要件だけの掲載など出来るだけの
記録を残してきました。少しでも60周年に向けた記録
があればという思いであります。多大の協力をいただ
いた会員の皆様に感謝申し上げます。
・出席委員会（熊谷敏明委員長）
　今年度の重点目標として、次の 4つを掲げました。
1. 出欠の確認と出席率の発表
2. 無届け欠席防止のため、欠席届提出の促進
3. 出席率計算の平準化
4. 定款に則った出席規定の免除適用
3. については、定款通りの計算方法を表にし、正確
な出席率を出すよう努めました。
4. については、今までは条件をクリアした会員は自
動的に免除になりましたが、今年度より本人から
の申請があった場合となっておりますので、その
様にしました。

　今までの流れとは違いますが、規定通りと言うこと
で適用させていただきました。皆様にご理解をいただ
きまして正確な出席率の計算が出来たと思っています。
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● 6月の定例理事会議事録（6月 3日㈭分）●● 6月の定例理事会議事録（6月 3日㈭分）●

◦議事内容
　⑴会長より名誉会員の登録を行いたい旨の上程がされていた件について
名誉会員として登録された場合、記念品の贈与とクラブ概況報告書の配布、ゲストとしての例会参
加等を認める。（ＲＩ会員の特典は無い）

　⑵ガバナー補佐の変更
　　　高橋利光会員　→　 菅原慶一会員
　⑶バトンタッチ例会（6/24）について
　　6/24㈭開催　於：サンシャイン佐沼　18：30～21：00
　　　感染対策を実施し、食事はお弁当形式
◯報告事項
　⑴新旧会長・幹事会
　　6/18㈮　於:栗原市栗駒・文字屋　18：30～
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